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月

株式会社睦商会

阿 部文 子 さ ん (21 歳) ( 山崎字壤下20の5 功さんの２女)

睦商会は、婦人服縫製を主な巣務とし、本社、第２工場、カッティング

センターで220人の社員が働いています。
阿部さんは、短大卒業後、昨年４月に入社、総務事務を担当しています。

「来客の方や、電話の相手に悪い印象をあたえないよう気をつけています。

ここの職場は、仕事面だけでな＜、日驚生活面でも大変勉強になります｣
という彼女。テニスが趣味という、さわやかなお嬢さんです。



医 療 費
国見町の支払額5 億7 , 226万円

一世帯当たり　32万円

一 人 当 たり　10万円

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
保
予
算

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予

算
は
、
総
額
六
億
二
千
八
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
ぺ

丁

三
％

の
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
が
、
前
年
度
当
初
対
比
で
三
千
三
百
万
円
減
少
し
た
た

め
で
あ
り
、
医

療
費
そ
の
も
の
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。

一
人
十
万
円
の医

療

費

今
年

度
の
国

保
特
別
会

計

に
占

め

る
医
瞭

費
給

付
の

割
ぺ
口
は
、
歳

出
総

額
の
九

一
％

に
町

た
る
瓦

偐
七
千

．・
．

召

ヒ
ト
四

万

円
で

、
昨
年

度

と
比

ペ

ー
・
二
％

の

増
と

な
一つ
て

い
ま

才
．

こ

れ
を
月

割
り

に
ず

る
と
、
四
千

匕

肖
八
ｔ

一
万

円
の
医

瞭

費
給
付

と

な
り
、
年

間

一
世
帯

当
た
り

約
て
ｔ

１
万

円

、

．
人

当
た

り
で
は

約
卜
万

川

と
な
り

ま
す

．

前

年
度

の
医

療
費

給
付
実

績
は

、

．
匯
帯
当

た
り

約
一
．一
卜
二
万
円

（
負

担

し
て

い
た
だ

い
た
国

保
税

は
約
十

．Ｅａ
万

九
千

円

）
．

．
人

当
た

り
で
は

約
卜
万

円

’
同

じ
く
国

保
税

は
約
瓦

万

円

）
と
な
り

ま
す
．

今
年

度
の
医

療

費
給
付
予

算

と
、

前
年
度
の
給
付
実
績
は
同
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
。
こ
れ
は
、
被
用
右
保

険
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
被
傑
険
者

が
前
年
度
と
の
当
初
対
比
で
『

・
四

％

の
減
少
を
兄
込
ん
で

い
る
た
め
で

あ
り
、
医
療
費
の
伸
び
が
止
ま
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
々
増
加
し
て
い
る
医
療
費
は
、

国
民
所
得
の
伸
び
を
上
川
り
、
先
ご

ろ
厚
生
省
が
発
表
し
た
昭
和
六
十
丿一

年
度
の
国
民
医
療
費
推
針
に
よ
る
と

卜
八
兆
百
位
円
と
、
前
嶇
度
よ
り
約

一
兆
円
、
丘
・
丘
％

の
上
‥圷
が
兄
込

ま
れ
て

い
ま
す
。

当
町
国
保
の
医
療
費
も
、
同
様
に

川
加
を
続
け
、
国
傑
財
政
の
窮
迫
と

国
保
税
の
引
上
げ
に
苦
虐
し
て
い
る

現
状
で
す
。

今
や
成
人
病
中
心
の
時
代

に
あ
っ

て
、
「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
」

「
自
分
の
砲
気
は
最
終
的
に
は
自
ら

治
十
」
と
い
う
セ
ル
フ
・
ヶ
ア
が
期

侍
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
の
実

践
と
、
適
正
な
受
診
に
よ
っ
て
、
医

療
費
上
‥
阡
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
医
療
費
を
人
切
に
使
い



増 加 を 続 け る
昭和61年度国保医療費の実態

国
保
被
保
険
者
証

全
国
で
通
用

国

保
の
被

傑
険

き

が
、
病
訊

や
ヶ

が
な

ど
で
診

療
を

受
け

る
場
合

、
岐

保
険
者

証
を

提
示

し
て
国

保
の

保
険

診

療

を
受
け

る
こ

と

に
な
り

ま
Ｉ

が
、

こ
れ

ま
で

、
原
則

と
し

て
県
外

の
医

療

機
関

で
は
国

保

の
被
保
険

者
証

は

使

え
な

い
こ

と

に
な
っ
て

い
ま
し

た
「
。

近
年

、
交

通
機

関
の

発
達
や
ｔ

活

圏

が
拡
大

し
て

、
社
会

環
境

が
変
化

し
て

き
た

こ

と
、
ま

た
、
他
県

の
国

保

被
保
険

者
も
診

療

す
る
療

費
取
扱

い
機

関

が
九
二
％

以
ｈ

と
な

り
、
ｉ

に
、
岡
保
連
ム
ロ
会
問
で
氏
療
費
を
相

済
す
る
「
公
国
決
済
制
度
」
が
昨
叫

ヒ
り
か
ら
完
全
実
施
と
な

り
た
こ
と

な
ど
。
国
保
被
保
険
占
証
の
全
国
通

川
の
た
め
の
諸
条
件
が
整
い
今
年

丿

川
か
ら
尖
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
。
国
保
被
保
険
書
は
、
県
外

へ
所
要
や
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る
際

に
、
被
保
険
占
証
を
持
参
す
れ
ば
。

「
女
心
」
が
傑
障
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。。

国
保
税
率
決
ま
る

昭

和
六
卜

．
．年
度

の
岡

傑

咬
は
、

前
年

に
比

ぺ
、
．一
千
ヒ

百
瓦

十
一
万

．こ
１

円

の
増

、
率

に
し
て
九

・
瓦
％

の
伸

び

と
な
り

、
．・一
億
千

六
百
二

十

一
万

円

が
、
本
年

度
の
国

保
税

で

す
．

前

年
度

繰
越
金
千

丘
百
万

円

は
減

税

に
兜
で

、
税
負

担
の

軽
減
を

関
り

ま
Ｉ
’た
．

※
国

保

税

一
世

帯
当

た

り

一
七
四

、
六
四
六
円

一
人
当

た

り

五
五
、
七
七
〇
円

昭和82年度　国保税税率

区　　　 分 課税剤合 脱　　　　　 率

応

能
割

所　 得　 創 40％ ｲｺ  6　ｰ  0 .05 } 6

資　 産　 割 10％ j!4yl?　- 0 . 3 ? 24

韲

劃

被保険者均等剤 35％ １人当り22  091円

世 帯 別平 等 割 15％ １世帯当り- 30 . 107円

国 保税 算定 例 （４ 人世帯 の 場合）

・所　 呀 額　　L58  , 円

・課税標耶額　　I,290  ｡０００円

・固定資産税　　　53.80 円（平均額j

１ 所 得 割 聞 .564 円 ( 1 .290 ､ OO( )円ｘ
吊

）

ｕ．資　産　割　.737  円 ( 53. 円ｘ Ｆ
ｙｌｙ

ｌ ．均　等　創88.36j1 円(  22.09 】円ｘ４人）

rv. 平　等　第 8.10  て円（１世帯当り30.107円）

計　204.772 円-

峯国保税決定年税額　　　　2  , 行 0円

臺高限度舗｛鐡稷唄度韻｝　390.000 円



新
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に
吉
田
進
さ
ん

龠 長
吉田　 進さん

会長職務代理者
松田　平治さん

任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
の

一
般
選
挙
は
、
七
月
七
日
告
示
さ
れ
。

十
五
人
の
選
挙
委
員
の
定
数
に
対
し

同
数
の
立
候
補
者
数
の
た
め
、
無
競

争
当
遇
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
選
任
委
員
と
し
て
、
議
会

か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
五
人
、
農
協
お

よ
び
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
せ
ん

各
一
人
が
選
任
さ
れ
。
計
二
十
二
人

が
新
し
く
農
業
委
貝
と
し
て
、
今
後

三
年
間
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

七
月
二
十
日
、
初
総
会
に
お
い
て
、

吉
田
進
さ
ん
が
会
畏
に
、
松
田
平
治

さ
ん
が
会
長
職
務
代
理
者
に
互
選
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
農
業
会
議
一

号
委
員
に
は
会
長
の
吉
田
さ
ん
か
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

令
斬
農
業
委
員

（
敬
称
略

蹴
席
順
）

吉
田
進
（
5
8歳
）
現

会
長

山
崎
字
熊
野
前

二
一

菊
地
平
助
（
5
5歳
）
現

石
母
田
字
上
原
六
五

熊
坂
正
一
（
6
1歳
）
現

内
谷
宇
東
脇
一
五

松
田
平
地
（
4
9歳
）
現

会
長
職
務

代
理
者

貝
田
宇
山
ノ
神
前
五
五
の
三

斎
藤
忠
男
（
5
9歳
）
現

森
山
宇
中
ノ
目
六
七

佐
藤
丈
男
（
5
9歳
）
現

西
大
枝
字
宮
ノ
内
二

安
積
貞
夫
（
4
9歳
）
斬

泉
田
字
寺
ノ
前
ニ

ー

阿
部
三
郎
（
6
3歳
）
現

鋳
会推

せ
ん

大
木
戸
字
耕
野
内
七

斎
藤
光
吉
｛
5
9歳
｝
現

雄
会推

せ
ん

徳
江
宇
舘
ヶ
崎

｝
七

徳
江
順
窗
（
4
9歳
）
新

徳
江
宇
原
三
四

後
藤
目
伸
（
5
8歳
）
現

川
内
宇
内
上
六

赤
坂
浅
吉
（
5
8歳
）
新

議
会推

せ
ん

内
谷
宇
西
前
一
九

佐
藤
佼
雄
（
6
1歳
）
現

農
協推

せ
ん

泉
田
字
川
南
二
七
の
二

野
村
和
夫
（
5
5歳
）
現

小
坂
字
板
橋
二
四

松
浦
義
男
（
6
7歳
）
元

讌
会椎

せ
ん

西
大
枝
宇
築
舘
四
二

菊
地
光
二
（
5
6
a）
現

塚
野
目
宇
沢
一
五

賀
献
　
貞
（
ｓ

歳
）
元

良
案
共
済

組
合
推
せ
ん

徳
江
宇
小
林
二

渡
辺
善
一
（
6
2歳
）
現

高
城
宇
田
中
二

吉
田
久
男
（
6
4歳
）
新

銕
会推

せ
ん

藤
田
宇
天
王
畑
二
．
四
五

’桜
沢
長
次
（
6
0歳
）
現

光
明
寺
字
山
田
一
一

佐
蒔
芳
一
（
5
7歳
）
新

石
母
田
字
国
見
山
下
四
の
三

石
川
博
義
（
5
7歳
）
現

森
山
字
壇
ノ
前
二
四

愛の献血に

６６人

七
月
二
十
八
日
、
献
血

バ
ス
が
来

町
し
、
小
坂
小
学
校
前
、
国
見
精
機

前
、
役
場
前
、
済
水
製
作
所
前
で
献

血
活
助
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
目
標
本
数
百
十
一
本
に

対
し
、
探
血
本
数
七
十
六
本
（
二
百

に
換
算
）
と
、
目
標
に
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
か
、
六
十
六
人
（
申
し
込
み

者
は
八
十
六
人
）
の
方
々
に
献
血
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
噸
不
同
、
敬
称
略
）

（

一

般

協

力

》

洩

野
　
ミ
サ
ヲ

阿

部

攪

子

稲

瓸

和

子

菊

地

道

秋

後

藤

与
志
男

鑓

水

正

春

晧

江

恵
災
子

佐

藤

国

男

佐

藤

光

僧

高

原

裕
　
一

後

藤

征

男

高

原
　
　

透

佐

藤

照

美

菊

地

光

子

徳

江

寿

子

高

橋

勝

美

菊

地

昭

平

（
一

見
精
糖
》

菅

野
　
　

実

松

浦

光

子

渡

辺
　
　

育

斎

藤

信

之

佐

藤
　
　

陲

佐

藤

朝

子

後

藤

好

美

本

田

映

子

半

沢

雅

美

松

浦

チ

イ

《
岩
代
小
坂
郵

便
局
）

佐

藤

利

夫

（
国
見
町

農
協
》

八

巻

信

詞

《
小
坂
小
掌
校
》

泉
　
　
　
　

消

瀬

戸

正

宏

《
清
水
製
作
所
》

佐

藤
　
　

修

後

藤

徳

良

佐

藤

信

広

本

多

洋
　

一

《
商
工
会
員
》

高

柵

テ
ツ
子

大

越

悦

子

鈴

木

俊

博

佐
久
間

正

幸

佐

藤

順

子

（
国
見
町
役
場
》

古

川

比

司

佐

藤

則

雄

佐

野
　
　

功

佐

藤

克

成

宍
　

戸

浩

寿

武
　

田

慶

子

吉
　

田

恵

子

蓬
　

田

恭

子

遠

藤

真
理
子

遊

佐

真
紀
子

小

暮
　
　

功

曳

地

す
み
え

土

屋

広

美

吉

田

ト
　
エ

赤

坂

栄

子

朽

木

好

秋

佐
久
間

ッ
ヤ
子

穐

月

辰

也

谷

津

富

夫

国

分

次

雄

吉

田

義

勝

菊

地

弘

笑

松

浦

昭
　
一

菊

地

軽

子

中

山

ミ
エ
子

大

波

正

子



ふるさとの文化財

4

1金 谷 舘

菊　池　利　雄

金
谷
舘
は
西
大
技
の
下
金
谷
に
位

置
し
、
現
在
西
方
九
百
に
付
近
を
流

れ
て

い
る
、
牛
沢
川
の
旧
潼
路
と
思

－
／
■
１
！

わ
れ
る
緒
川
内
川
と
．
そ
の
支
流
で

あ
る
下
金
谷
川
（
仮
称
）
に
よ
コ

、
、

闘
析
さ
れ
た
自
然
の
谷
を
外
濠
と
し
、

北

側

の

台

地

而

と

は

山

さ

．．
バ

’
・

幅

人

ノ

の

Ｌ

塁

と

、

そ

の

外

側

の

柚

川

ブ

・

深

さ

．
ｊ

、
の

水

濠

に

よ

・
．
て

Ｋ

宀

き

れ

た

．

南

北

約

に
目

．
．
．
Ｉ

‥
‐

．

收

内

約

占
‥‥
人

‐

ヅ

の

略

．
．『
角

形

状

４
。
Ｑ

す

る

叭

郭

人

の

ダ

城

で

あ

る

［
伊

達

晴

宗

蒙

地

ド

叫

録

’一

に

よ

れ

ば

、

人

文

．
．
卜

．
．
乍

｛
　

斤

―

．
し

に

、

時

余

が

西

人

肢

源

．
．．
に

７

・
え

た

所

領

宛

行

状

に

．

『

ド

瓜

吽

Ｅ

卮

之

内

、

人

内

伊

り

の

か

た

よ

り

の

譲

り

地

、

≒

川

中

在

家

．

伊

達

人

枝

の

内

．

川

分

太

郎

左

衛

門

勿

谷

舘

、

各

々

卜

し

置

吠

者

也

一

と

あ

り

、

金

谷

舘

は

唯

奥

川

守

護

伊

達

碵

宗

の

宿

老

と

し

て

．

八

丈

．阯

壓

（

．

．―

．
．
．

八

）

に

、

伊

達

氏

の

分

川

法

［

暝

昨

妲

い

の

制

七

公

布

な

ど

に

参

画

し

、

伊

潼

氏

の

内

紛

．人

文

の

乱

に

お

い

て

は

伊

達

碵

宗

方

の

、

行

わ

部

将

で

あ

っ

た

国

分

太

郎

左

衛

円

尉

耽

広

（

ｋ

郎

左

衛

門

ｙ

の

居

触

で

あ

・
．

た

こ

と

か

汕

ら

れ

、

乱

後

伊

達

晴

余

に

よ

・
．

て

没

収

き

れ

、

四

大

枝

氏

の

庶

流

で

あ

る

淳

三

に

加

恩

地

と

し

て

ド

暘

さ

れ

て

ぃ

る

．

川

分

氏

は

ド

長

片

庄

叺

生

郷

血

い

恕

’
一
や

Ｉ

田

部

平

沢

郷

４

託

り

を

本

拠

と

し

た

、

伊

達

氏

の

斤

力

案

臣

で

あ

り

．

飛

広

が

紬

余

政

権

の

評

定

衆

と

し

近

待

す

る

た

め

、

稙

宗

の

叫

城

で

あ

る

梁

川

城

や

桑

折

西

山

城

へ

の

近

く

に

．

叫

舘

と

し

て

築

か

れ

た

も

の

で

あ

ろ
・
７

降

い
て

．人
正

Ｉ

し
壓

『

．瓦
八

瓦
』

川
月
、

伊
逹
政

余

か
棚
馬

・
蘆
名

氏

と
の
戦

に
臨

み
、
動

ほ
吋

能
な
尼

罷

雑
‐政
令

調
介

し
Ｕ
‥Ｌ

げ

た

『
野
伏

川

記
』
に

よ
れ

ば
、

こ
の
時

朗
ｍ
｀
庭
ｍ
．ｈ

咾
領

と
き

れ
、

『
Ｌ

令

谷
舘

、
１
菅

野
弥

―
郎
一

と

あ
り
、
舘

は

廃
さ

れ

在
家

農
民

の
屋

敷
地

と
な

ご

、
い
た

こ
と

か
知

ら
れ

る
．

昭
和

趾
卜

円
年

に
圃
場

整
備

か
‥汀

わ
れ

た
瞭

、
福
島

県
教
育

喬
い

会
に

よ

二

‘
倦
川

調
査

か
行

わ
れ
、

数
楝

分
の
掘

立
柱

に
よ

る
建
物

遺

牌
群

．

一一
　

丶
　

－
　

丶

并
戸

跡
や
上

師
器

・
劉
恵

器

・
陶
器

片

お
よ

び

木
器

や
擂
鉢

・
石
臼

な

ど

か
川
ｈ

し

て
お

り
、
北

側
の
水

濠
跡

に
は
底
を

障
Ｆ

の
咯
ｆ

状

に
堀

り
残

し
て

、
敵

勢
の

徒
渉

を
妨
げ

る
施

設

を

ほ
ど

こ
し

た
、
障
子

槻
の

遣
隣

か

検

出
さ
れ

て

い
る

中

附
‥城
舘

跡

は
城
舘

Ｌ

の
汕
・
わ
れ

な

い
場
（
日
が
多

い
か

．
こ

の
点
公

谷

雛

は
文
４

に
よ

・
て

叫
確

に
舘

し

か

わ

か
る

、
数
少

な

い
例
と
し

て
良
叭

な
作

在
で

あ
る

．
圃

掛
整
備

事
叢

に

よ
【
．
て
舘

遺
構

の
陰
観

は

い
ち
匕
る

し
く
損

な

わ
れ

た
か
．

北
側

に
残
さ

れ
た
Ｌ

塁
跡

に
川
状

を
し

の

ぶ
こ
と

か
で
き

る

参
考
文
献

『
国

兇
町
史
』

丁

‐１
卷
　

「
伊
達

内
部
迫

跡
調

報
告
み

」
　

「
閥
分

氏

と
金

谷
舘

」

「
郷
Ｌ

の
研

究
」

所
収

ひ
と
こ
と

遠藤真理子さん(  28 歳 )
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廠
場
の
同
僚
に
誘
わ
れ
て
、
今
回

叨
め
て
献
血
し
ま
し
た
。
針
を
さ
さ

れ
る
ま
で
怖
か
ｙ
た
け
ど
、
Ⅲ
穹

た

よ
り
怖
く
な
か
Ｊ
た
で
す
。
血
液
を

と
ら
れ
て
い
る
と
き
。
「
白
‥
分
も
で

き
る
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た

次
川
ら
協
力
し
た
い
で
す
ね
。

高原　 透さん（19 廱）

小坂字小坂47 のｌ

役
場
か
ら
き
た
チ
ラ
シ
で
知
り
、

今
回
詢
め
て
献
血
し
ま
し
た
。
起
き

て
す
ぐ
火
だ
ん
で
す
け
ど
、
献
血
を

し
て
み
て
、
み
た
め
よ
り
も
痛
く
な

い
こ
と
か
わ
か
り
ま
し
た
。‘
社
会
に

貢
献
で
き
て
良
か
（

だ
と
思

い
ま
す
。

今
後
ら
で
き
る
だ
け
協
力
し
ま
す
。

▲感謝状を胸に喜ぴの佐久間会長

佐
久
間
町
納
貯
連
会
長
に

県
税
事
務
所
長
か
ら
衣
彰

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
の
佐

久
間
正
寛
さ
ん
に
、
八
月
七
日
、
県

税
事
務
所
長
か
ら
感
附
状
か
贈
ら
れ

ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
は
、
二
十
数
年
に
わ

た
り
。
森
江
野
第
ト
ニ
郎
落
の
納
税

貯
蓄
組
合
長
を
努
め
、
現
在
、
町
辿

合
会
長
と
し
て
納
税
組
合
の
伸
展
の

た
め
活
鵬
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成

指
導
と
納
脱
思
想
の
件
及
に
尽
さ
れ

た
功
績
か
認
め
ら
れ
。
栄
え
あ
る
表

彫
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

佐
久
間
さ
ん
は
、
感
謝
状
を
胸
に
。

『
町
民
皆
さ
ん
の
税
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
で
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
』

と
喜
ぴ
を
語
コ

』
く
れ
ま
し
た
。



公

立

藤
田

病
院

組
合

職
員

（
大
学

卒

程
度

）
を

募
集

昭
和
六
十
二
年
度
の
公
立
藤
田
病

院
組
合
職
員
（
大
学
卒
程
度
）
採
川

候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格

昭
和

１１一
．
十
九
年

四
月

二
日

か
ら
昭

和

四
十

一
年
四

月
一

日
ま
で

に
生

ま

れ
た
者

、

Ξ
、
試
験
の
期
日
、
場
所

昭
和
六
十
二
午
十
月
四
日
（
日
）

午
前
九
時
か
ら
受
付

福
島
県
自
治
会
館

二
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。。

四
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

凵
申
込
川
紙
は
公
立
藤
田
総
合
病

院
で
交
付
し
ま
す
。

り
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
公
立
藤
田
総
合
病
院
に
提

出
し
て
く
だ
さ

い
’

受
験
紊
を

受
餌
し
た
と
き
は
、
餓
近
六
ヶ

月
以
内
に
槻
影
し

た
本
人
の
写

真
（
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向

き
、
縦
六
ｍ
ｘ

横
四
・
五

？

一
枚
を
は

ご
ヽ
受
験
肖
日
に
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

口
受
け
川
問
は
八
月
五
日
か
ら
八

月
二
十
一
日
ま
で
（
執
務
時
間

中
に
限
り
ま
す
）

※
詳
し

い
こ

と
は

、
公
立
藤

田
総
（
口

令
院

（

君
八
五
－

二

二
一

二

に

お

た
ず

ね
く

だ
き

い
．

就
業
構
造
基
本

調
査
に

ご
臨
力
を

十
月
一
日

現
在
で

、
就

業
構

造
基

本
調

査
が
行

わ
れ
ま

す

．

こ
の

調
査

は
、
国

民
の
杵

さ
ん

の

枇
業
状

態
な

ど
を

調
査

し
て

、
国

や

地
方
の
雇

用

対
策
な

ど
の
行

政

に
闃

す
る
重

要
な
基

礎
資

科
を
作

成
す

る

た

め
に
火
施
す

る
も

の
で
す
Ｉ

こ
の

調
査

は
、
全
回

で
約

．．．卜
Ｌ

万
獣
帯

を
抽
川

し
て

調
査
し

ま
す

、

国
見
町

で
は

、
宮
黻

の

一
部
と

町

東

の

．
部
が
凋
査

区

と
な

り
ま
す

調
査
Ｋ

の
欧
帯

に
は

九
り
中

句
か

ら

調
査
ほ

か
お
伺

い
し

ま
す

の
で
、

ご

協

力
を

お
願

い
し
ま
す

．

ご
存
知
で
す
か

検
察
審

会

～
不
起
訴
に
は
十
一
人
の

審
査
の
日
～

詐
欺
・
お
ど
し
・
交
通
乍
故
な
ど

の
被
害
に
あ

ご

气

警
察
や
検
察
斤

に
叱
日
訴
し
た
か
、
検
察
官
は
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
．
ど

う
む
納
糾
で
き
な

い
．

こ
の
よ
う
な
が
満
を
持

ご
ヽ
い
る

万
は
い
ま
せ
ん
か
．
そ
う

い
う
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
か
あ
り
ま
す
．

検
察
審
査
会

は
、
有
権
者
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
」へ
の

検
察
審
査
八
か
．
国
民
を
代
表
し
て
、

検
察
官
か
被
艇
者
を
起
訴
し
な
か
っ

た
こ
と
の
ｉ
否
を
審
査
す
る
こ
と
を

主
な
仕
事
と
し
て

い
ま
す
．

検
察
官
の
恥
起
訴
処
分
に
．夲
満
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

詳
し
く
は
、
福
励
市
花
園
町
大
喬

四
瓦
号
福
励
地
方
裁
判
所
内
福
島
検

察
審

４
　
宀

一
八

瓦
癶
内
線
一
．
じ
叫
）
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
．『

令
今

月

の

納

税

八
月
は
、
国
侭
擾
・
町
県
民
暁
｛
各
々

二
刈
’

の
納
入
の
り
で
ｔ

。

納
期
内
｛
八
月
ミ
ト

．ｎ

ま
で
｝
納
人

し
ま
し
ょ
う
／
‘

好
評
が
!
!
分
譲
中

～
山
崎
寓
舘
住
宅
団
地
～

残りあと12区画
お申し込み･ お問い合わせは

役 場 企 画 課 ま で

(  85 ｰ 2 1 1 1 内線252 )



昭
和
六
十
二
年
度

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

一
、
受
付
期
間

８
月
2
0日
～
９
月
1
0日

○
郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
受
付
締

切
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

二
、
賦
験
期
日
、
会
場

昭
和
6
2年
1
0月
１
日
（
木
）

郡
山
市
労
働
瘍
祉
会
館

三
、
受
験
手
続

］‥
提
出

書
類

①
狩
猟
免
許
申
請
書
　
一
部

②
受
験
禀
　
一
枚
（
あ
て
先
を

明
記
し
て
、
四
十
円
切
手
を

は

り
て
く
だ
さ
冖
Ｊ

③
写
真
　
一
枚
（
申
請
前
六
か

月
以
内

に
撮
影
し
た
無
帽
、

正
面
、
上
三
分
身
。
無
背
景

の
縦
3
.
6
『

横
2
｡
4
m
の
写
翼

で
、
そ
の
裏
而
に
氏
名
及
び

撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も

の
』

④
医
師
の
診
断
書

※
詳
し

い
こ
と
は
、
福
島
林
業
事
務

所
（
霖
ニ

ー

一
一
一

二

内
線

三
三
三
二
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

”
ふ
せ

ご

う
少

年

の
家
出

”

～

植
ち

う
け
る
危
険
な
誘
ｄ
Ｔ
い

例
午
、
夏
休
み
明
け
の
九
月
は
．

一
年
を
通
じ
て
少
年
の
家
出
か
最
も

多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
夏
休
み
中
の
不
規
則
な

生
活
や
。
気
の
ゆ
る
み
な
ど
か
ら
、

「
遊
ぴ
ぐ
せ
」
が
っ
い
た
り
、
『
学

校
ぎ
ら
い
』
と
な
る
こ
と
か
多
く
な

る
た
め
で
す
。

ま
た
家
出
の
結
果
、
非
行
に
走
っ

た
り
。
暴
力
団
の
毒
牙
に
か
か
る
な

ど
柵
祉
犯
の
被
害
に
羣
つ
ヶ
Ｉ
ス
も

多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
警
察
で
は
。
九
月
中
を

『
家
出
少
年
発
見
保
護
活
動
及
び
福

祉
犯
取
締
り
強
化
月
間
』
に
定
め
、

街
頭
活
動
を
強
化
し
て
家
出
少
年
の

発
見
保
護
に
努
め
る
一
方
、
こ
れ
ら

の
少
年
を
食
い
も
の
に
す
る
福
祉
犯

罪
の
取
締
り
を
行
い
ま
す
。

保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
地
城
杜
会
で

も
、
少
年
た
ち
の
生
活
や
行
動
に
関

心
を
も
ち
、
少
年
の
家
出
を
防
ぎ
ま

県
知
事
か
ら
表
彰

こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
一
年
度
県

民
税
の
収
納
か
優
れ
て
い
る
こ
と
で
、

国
見
町
か
福
鳥
県
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

感
謝
状
の
伝
達
式
が
八
月
七
日
。

役
場
で
行
わ
れ
、
須
田
県
税
事
務
所

長
か
ら
武
田
収
入
役
に
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ感謝状を受ける武田収入役

戸籍の窓口
（７月受 付分）

出生おめでとうござい ます

子 の 名 保 霞 者　 部 落

公　司に う じ)安藤　人司　山 崎 舘

智 徳(とものり)佐藤 版雄 宮 町 南
隼 人(は や と)－條　 正 太 田 川

博　之(ひろゆき)霜山 博美 滝　 山
昌　生(ま さ き)松浦 政直 石母田原

哲　也(で つ や)小1木 裕一 原　 町
晋 也(し ん や)吉見 詈一 宮 町 北

薫( か お る)佐久間勝博 第 十 二

結婚おめでとうござ います

氏　　 名

佐 藤　　 孝

秦　　 真津子

松 浦　 皿 美

高　荒　ひとみ

佐 藤　　 茂

佐 藤　チ　ョ

菅 野　　 伸

大 槻　真　代

部 落
町　 東

大 町 南

築　 館
伊 達 町

中　 部
中　 部

内 谷 東
伊 建 町

おくやみ申し上げ ます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落
鮪 坂 キ　ク　　80　　 内 谷 西

八　鳥 末　子　　62　　 本　 町
佐　雌　ノ　プ　　82　　 石毋田原

田　口　倉　吉　　79　　 石毋田柬
玉　手　サ　ン　　83　　 中　 部

松 涌 奥惣次　　85　　 大 木 戸

志 村 登米代　　71　　 大 木 戸
佐 藤 正　司　　72　　 上　 野

人 口 と 世 帯

８月１日現在(前月比〉７月中のうごき

人
　
　

囗

男5.7 入(  十 8 )

女6  之 人（±0 ）

計1 010 人(  十 8 )

世帯数2.9 戸(  十 2 )

転 入17 Å

転 出　９人

出 生　８人

死 亡　８人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役鳩 二 階 相 談 童（ｌ ●入口からお入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相破下さい。 秘密は絶対 に守ります。

〔相 鮫 具 〕

８月 日 ( 火）吉川　弥吉・吉田とし子

９月 ５日（土）疾沢　 正・山内 聴子

９月14 日 (日）鈴木 正雄・牧野 容子

８月　葉月（はづき）

21日（金）小中学校

二学期始業式

日 ( 月）処　 暑

日 ( 日 ) 防災週間 ，

９月　長月（ながつき）

１日（火）二百十日

防災の日

８日（火）白露、満月

15日（火）敬老の日



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

き 8 5 一 2 6

（嘴）４156

仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修
会

７
月
2
5日
～
2
7日

～
霊
山
子
供
の
村
～

Ａあとかたずけも協力して Ａ霊山の頂上で一休み

４自分たちで作った

カレーij最高.!゙

Ａ心に残ったキャンプファイヤー

第
八
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

健
紮
な
少
年
そ
青
成
す
る
こ
と
を
ｎ
‥
的
と
し
た
、
第
八
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

が
、
匕
冂
．．．卜
‐１
日
山
崎
連
釣
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
人
会
に
は
芥
小
乍
皎
の
四
～
八
乍
生
の
が
な
・
で
編
成
し
た
Ｉ
四
チ

ー
ム

か
参
咄
し
ま
し
た
．

町
川
は
途
中
雨
に
な
り
、
八
日
り
し
日
に
わ
た

ご
ふ
‥‥
わ
れ
ま
し
た

成
績
は
次
の
と
お
り
．

大 枝 Ａ

町
　

呶

塚

野

日

宮

町

北

小

坂

Ａ

耕
　

谷

森
　

山

人

技

Ｂ

人

枝

Ａ

人

町

北

小

坂

Ｂ

宮

町

南

人

木

．卩

山

崎

南

徳
　

汪



”
ふ
る
さ
と
文
化

ふ
れ
あ
い
教
室
”

第
二
同
Ｈ
の
学
習
会
は
、
Ｌ
月
卜

九
日
に
、
小
、
中
学
生
の
学
級
生
約

三
Ｉ
人
が
参
加
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
及
び
練

習
に
つ

い
て
は
。
協
会
の
会
貝
の
術

導
で
行
わ
れ
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

▲手ほどきを受けながらゲートボールに挑戦

国

見

町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
無
事
終
了

昭
和
六
卜
二
年
度
第
一
回
岡
見
町

ジ

ご
Ｉ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
か
、
八

月
四
一

六

日
の

こ
泊
‐１二
口
で

開
催

さ

れ

ま
し

た
。

こ
の
研

修
会

に
は

県
北
中

学
杖

の

男

女
四

十
一
↓人

が
参
加

、
郡

山
少
年

自

然
の

家
で

野
外

活
動

を
行

い
、
斉

少

年

リ
ー

ダ
ー
と

し
て

の
役
割

に
つ

い
て

の
鱒
義

を
受

け

。
二

日
間

の
テ

ン
ト

生
活
を

送
り

。
一

段

と
た
く
ま

し

い
心
と
体

を
鳩

い
ま
し

た
。

一
時
大

雨

に
み

ま

わ
れ
ま

し
た

か
。

お
互

い
に
協
力

し
な

が
ら
生

活
を

し
。

集

団
活
動

を

と
お
し

。
異
年

令
に

お

け

る
す

ば
ら
し

い
体
験

を
得

た
も

の

と
思

い
ま

す

。

今
後

は
疔
少
年

の

り
Ｉ

ダ
ー

と
し

て

、
人

い
に
活

躍
す

る
こ

と
を
期

待

い
た
し

ま
す

。

藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

”
県
北
大
会
で
優
勝
”

第
丿
川
県
ド
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

人
会
県
北
大
会
最
終
日
の
試
ぺ
口
が
七

月
二
１
六
卜
、
福
励
巾
の
荒
川
迎
動

公
闘
で
行
わ
れ
、
Ｂ
ブ
ロ
。
ク
で
藤

川
ス
ポ
ー
ツ
少
乍
団
Ａ
チ
ー
ム
か
優

勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
福
励
氏
輙
吐
、
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ψ
協
会
１
催
で
、
人
会

史
ｈ
最
多
の
ハ
ト
千
Ｉ
ム
か
出
場
し

ま
し
た
。

優
勝
し
た
藤
川
ス
ボ
ー
ｙ
少
年
団

は
、
ぺ
川
八
・
九
日
に
飯
坂
珠
場
な

ど
で
行
わ
れ
た
県
人
会
に
川
場
し
ま

し
た
。

▲４２人が参加したジュニアリーダー研修会

▲軟膏長から奨励全を賢ける神泣団長

政
宗
ゆ
か
り
の

地
を
訪
ね
て

小
坂
　

安
藤
善
三
郎

Ａ石川昭光の暮で（白石市）

国
見
町
郷
上
史
研
究
会
は
行
事
の

一
つ
と
し
て
、
政
宗
ゆ
か
り
の
地
、

宮
城
県
伊
只
郡
と
刈
Ⅲ
郡
の
各
地
を

研
修
旅
行
し
ま
し
た
。

じ
月
卜
円
日
夏
空
で
蒸
し
暑
い
日

で
し
た
が
、
四
卜
九
人
の
参
・
加
者
は

。一
台
の
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
に
分
乗
し
、

梁
川
城
と
梁
川
八
幡
神
社
を
振
り
出

し
に
政
宗
初
陣
の
経
路
を
辿
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
史
跡
の
説
明
に
つ
い

て
は
、
福
大
教
授
の
小
林
清
治
先
生

と
菊
池
利
雄
さ
ん
で
し
た
。

丸
森
城
跡
や
金
山
城
跡
に
つ
い
て

は
九
森
町
の
教
育
昏
は
会
の
職
Ｕ
が
案

内
と
脱
明
を
担
当
し
て
く
れ
ま
し
た
。

稙
宗
か
桑
折
西
山
城
か
ら
丸
轟
墟
に

移
っ
て
、
卜
七
年
間
過
ご
し
た
城
で

あ
り
。
本
丸
に
そ
の
墓
が
あ
り
ま
し

た
。
愛
姫
の
父
田
村
清
顕
の
祭
は
、

白
石
の
西
方
蔵
本
で
雑
木
山
の
淋
し

い
処
に
あ
り
お
粗
末
な
も
の
で
し
た
。

そ
れ
と
は
対
象
的
に
片
倉
家
の
廟
所

は
、
小
十
郎
を
中
心
と
し
て
十
体
の

石
像
か
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

疼
多
な
の
以
石
は
、
賢
女
に
あ
や
か

り
た
い
と
す
る
人
の
た
め
。
削
り
と

ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、

小
斉
城
跡
、
角
旧
城
跡
、
長
泉
寺
。

荒
山
城
跡
、
商
蔵
寺
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

社
会
体
育
関
係
施
設

の

忸
備

に
つ

い
て

お
し

ら
せ

六
十
二
年
度
の
町
教
育
委
員
会
の

璽
点
施
策
に
の
っ
と
り
、
町
民
連
助

場
の
鰹
備
及
び
県
北
中
乍
校
、
校
庭

の
螫
備
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

整
備
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
、

★
町
民
運
動
場

而
整
備
　
一
〇
七
〇
〇
㎡

（
暗

渠
排

水
、
面

舗
装

）

バ
″
ク
夲
ッ
ト
　

ー
基
新
設

ｒ

事
期
間
　
七
月
ド
旬
～
九
月
末

Ｈ

★
県
北
中
学
校
．
校
庭
整
儒

而
整
仰
。
グ
ラ
ン
ド
拡
張
、
蛾
備

夜
間
照
明

移
転

バ
。
ク
ネ
ノ
ト
　
新
設

工
事
期
間
　
七
月
下
旬
～
八
月
末



佐
野
市
郎
さ
ん
に

厚
生
大
臣
表
彰

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
八
と
し
て

勤
め
ら
れ
た
佐
野
巾
郎
さ
ん
（
徳
汪

字
東
3
5
　
6
9歳ｙ

は
、
こ
の
た
７
、

水
乍
勤
続
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
栄

え
あ
る
厚
生
人
臣
の
表
彰
を
授
７
き

れ
ま
し
た

佐
野
き
ん
は
、
昭
和
四
卜
乍
十
．一

月
に
民
生
児
議
会
‐い
を
拝
命
以
恥
、

七
期
一
．ト

ー
年
も
の
艮
い
間
動
続
さ

れ
、
こ
の
川
、
地
域
の
保
護
家
庭
の

自
立
更
生
指
導
、
母
子
・
父
子
家
庭
、

ひ
と
り
暮
ら
し
・
寝
た
き
り
老
人
の

授
護
指
導
、
吏
に
は
、
児
貴
の
非
行

防
虍
な
ど
、
福
祉
の
増
進
の
た
め
に

日
夜

ご
尽
力
さ
れ
、
わ
か
町
の
柵
祉

行
政
に
も
、
多
大
の
ａ

献
を
さ
れ
ま

し
たじ

月
卜
卩
、
役
鳩
で
開
か
れ
た
民

生
委
八
定
例
協
議
会
の
席
Ｌ
、
伝
達

式
か
行
わ
れ
．
武
Ⅲ
収
人
役
か
ら
唯

野
き
ん
に
表
彫
状
か
手
岐
さ
れ
ま
し

た

Ａ武田収入役から感謝状の伝達を賢ける佐野さん

さ
わ
や
か
な
笑
顔

～
ミ
ス
．
ビ
ー
チ
が
来
庁
Ｉ

福
島

の
モ

モ
を
へ
し
川

に
Ｐ

Ｒ
す

る
8
7

ミ

ス

ピ
ー
チ

か
．

し
爿

．一
卜
四

日
、

そ
ろ

い
の
ワ

ン
ヒ

ー
フ
、
に
身
を

つ
っ

み
、

役
場

を
訪
問
し

ま
し

た

訪
川

し

た
ピ

ー
チ

ギ

’
心
は
、
鳥

野
溥

’卜
さ

ん
（
2
1
）
＝
宮
城

学
院

な
．卜

人
＝

、
‐
叺
を

心
保

’ｒ
さ

ん
｛
朏
で
‥
穴

喊
学

院
な

’ド
短
人

＝

工
 
､ 一
 第

ん
（
1
9
）
＝
桜

の
聖

は
短
人

＝
、

佐
藤

栄

。Ｌ
さ
ん
（
1
9
）
ｉ

福
島
な

．卜
短
人
－

、

菱
沼

嘉
沖
ｆ

气
え
（
Ｊ
て

．
臨
島
尺

で

、
兮
年
で

．
．
卜
Ｍ
代

目
の

ミ
ス
ヒ

ー
手
－

人
の
う

ち
の
Ｉ

人

高
野

き
λ
・６
は
、

こ

『Ｑ

の
福
鳥

の

顏

”
と

い
う
イ

メ

１‐
ノ

に
ふ
き

わ

し

い
よ
う

に
、
新

鮮
で

あ
ま

く
お

い

し
い
福
鳥
の
モ
モ
を
令
岡
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
』
と
語
り
、
職
八
か
ら
盛
大
な

拍
ｆ
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
お
盆
ご
ろ
帰
行
客
で
に
ぎ

わ
う
東
北
自
動
車
道
国
見
サ
ー
ピ
ス

エ
リ
ア
で
む
、
ミ
’ヘ
ピ
ー
チ
か
活
躍

し
ま
す
。

▲さわやかな５人の美女

薬
草
教
室
が

開
催
さ
れ
る

保
健
課
や
町
健
康
づ
く
り
推
巡
鵬

議
会
な
ど
が
、
健
康
づ
く
り
巾
案
の

．
環
と
し
て
川
催
し
た
「
薬
尽
教
室
（

は
、
ぺ
Ｕ

．
日
町
柵
阯
セ
ン
タ
・
Ｉ
で

行
わ
れ
ま
Ｉ
）
だ

町
日
は
雨
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

、自
人
の
町
民
の
万
か
受
講
き
れ
、
μ

津
好

孝
講

師

（
喫

川
町
で

漢
方

薬
店

を
経

営
）

の
話
し

を
、

メ
モ
を
取

っ

た

り
、
サ

ン
ブ

ル
の
藁
草

を
な

か

め

る
な

ど
、
熱

心

に
聞
き

人
『

て

い
ま

し

た
．

講

演
で

は
．
数

多

い
薬

叺
の
中

で

も
、

特

に
身

近
で
採

取
で

き
る
も

の

の
幼
用

や

調
整
法

・
保
存

法
な

ど
か

詳
し

く
説
明

さ

れ
ま
し

た
．
ま

た
、

民
問

蒹
と

漢
方
薬

の
違

い
も
、
よ

く

使
わ

れ
て

い
る
藁
収

で

説
明
か
あ

り

ま
Ｌ

た
．

受

講
さ

れ
た
力

か
ら

は
、
数
多

く

の
質

川
や

疑
問

が
出
さ

れ
、
予
定

時

川
を

．’．卜

分
む

オ
ー

バ
’‐
す
る

ほ
ど
、

熱
の

人

ｆ
た
も
の

と
な

り
ま
し

た

な

お
、

保
健
課
で

は

、
幅
広

い
保

健
乍
業

の
中

で
、
＆

睡
の

教
室

や
講

演

会

を
企
画

し
て

い
ま
す

の
で

、
多

く

の
方

々
の
受
講

を
お
噸

い

い
た
し

ま
す

．

▲熱心に講話を受ける受講者の皆さん

編
集
日
記

○
今

乍

の
梅
雨

は
．
六

月
卜

．．一
日

に

梅
雨

入
り

し
て

以
来

、
八
月

に
人
｛

て
も

な

か
な
か
明

け
ず

、
九
日

に
な

『

て
や

っ
と
明
け

ま
し

た
．

五
十
七

‥‥‥
間

に
及

ぶ
長

い
梅
雨

に

ピ
リ

オ
ド

か
打

た

れ
、
践
夏

の
蠢

い
日
差

し
か

．呎
り
ま
し

た

。

Ｃ

ふ
く
し

ま
の
モ

モ

を
全
岡

に
Ｐ
Ｒ

す

る

『
ミ

ス

ビ
ー
チ

』
の
皆
さ

ん
か

光

日
東
庁

し
ま
し

た
か

、
今
年

の
モ

モ
は

、
加

寥
好

天
か

続
き
、
人

変
あ

ま
く

お

い
し

い
と
の
こ

と
．
た

だ
、

収
穫

、
川
荷

か
例

年
よ

り

】
週
川

以

上
も
ｙ

く
な

’－

た
た
め
、

需
要

の
多

い
お

盆
の
こ

ろ
に

は
、
ほ

と
ん

ど
の

農
家
で

収
穫

か
終

わ
・．
て

し
ま
｛

た

よ

う
で

す

ひ
早

い
も
の
で

、
昨
年

の
集

中
豪
雨

か
ら

一
乍

が
た
ら
ま

し
た
．

今
尓
は

、

吽

壓
の
よ

う
な

豪
雨

は

い
ま

の
と
こ

ろ

あ
り
ま

せ
ん

か
、

こ
れ
か

ら
台
風

の
シ

ー
ズ
ン
を

む
か
え

ま
す

の
で
．

ま

だ
ま

だ
油
断

は
で
き

ま
せ
ん

昨

叫

の
教
訓

を
生

か
す
よ

う
．
日

ご
ろ

の
川

心
か
人

切

だ
と
思

い
ま
す

．

０
長

梅
雨

だ

ｆ。
た
せ

い
か
、
早
く

も

キ

ノ
コ

が
と
れ

た
と
の

話
を
聞

き
ま

し

た
・

山
で
は
．

秋
の
柁

で
あ

る
キ

キ

Ｊ
ウ
や

ツ
リ

ヴ
ネ

ニ
ン

ジ
ン
の
花

か
咲

き

、

〃
狄

”
の
装

い
と
な

ｆ。
て

い
ま
す

．
涼
を
水

め
て

、
一
度

川
か

け

て
み
て

は

い
か
か
で

す
か

、

Ｓ

ご
　・

　
望
　
当
　
当

町

考

　
望

　
三

　
繦

　
嗣

　
当

町

人

字
一

……
…
字

．
ｒ

Ⅲ

．
．
２

の

・・・

Ｉ

゛

六

九

Ｉ

．
匕
　

ｓ

一
二

．

囚

瓦

て

气
ａ

１

．
．
．
：

ヘ
代

表

ゝ
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